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作成年月日 平成２５年８月２６日 

作成部局 

課室名 
産業労働部国際局国際交流課 

  

知事の海外出張概要（アメリカ・カナダ） 

 

本県と米国ワシントン州は、１９６３年（昭和３８年）に姉妹県州提携に関する協定を締

結して以来、半世紀が経過し、今年で５０周年を迎えた。 

このため、井戸知事は、８月１７日から２０日にかけて、両県州の交流と相互理解を一層

推進するため、兵庫県議会訪問団、観光・経済交流団、国際交流協会友の会等、全１５団、

約２５０名でワシントン州を訪問した。 

州都オリンピアにおいては、８月１９日、ワシントン州司法府前で海軍による両国国歌演

奏による歓迎セレモニーにはじまり、ワシントン州インズリー知事との交流協議、記念レセ

プションなどが開催された。また、両県州知事が「兵庫県・ワシントン州友好提携５０周年

記念共同声明」に署名し、引き続き、経済、文化、観光、教育などの各種交流活動に加え、

防災等共通の課題の解決に向けた協力についても努めていくこととした。 

さらに、ワシントン州の最大の都市であるシアトルにおいて、観光・文化イベントとして

淡路人形浄瑠璃公演を開催したほか、大阪・神戸・京都商工会議所会頭・専務理事の参加を

得て関西セミナーを実施した。また、シアトル総領事公邸で、ひょうごの観光・物産展を開

催し、本県への企業・観光客誘致促進を図った。 

 その後、カナダオンタリオ州にあるナイアガラ園芸学校と淡路景観園芸学校との協定書調

印式に臨んだほか、兵庫ゆかりの企業訪問として、ニューヨーク州ヨンカース市の川崎重工

業の車両工場、西脇の播州織生地を販売するニューヨーク市の企業、カツ・ニューヨークを

訪問、グラウンドゼロでの献花等を行い、第７回北東アメリカ兵庫県人会に参加し、同会の

活動に対して感謝状を贈呈した。 

 

１ ワシントン州姉妹提携５０周年記念行事関連 

（１）日程 

月  日 時間帯 ス ケ ジ ュ ー ル 備  考 

8月17日（土） 午前 シアトル着  

１日目 午後 シアトル総領事面談   

  夜 淡路人形浄瑠璃シアトル公演（シアトル市内アクトシアター） シアトル泊 

8月18日（日） 午前 地域産業視察 シアトル 

２日目 午後 新西宮ヨットハーバー・スワンタウンマリーナ交流協定調印式  オリンピア 

  夕刻 友好訪問団交流会 ひょうごの夕べ シアトル泊 

8月19日（月） 午前 ﾆｽｸｱﾘｰ国立野生生物保護区視察（県立高校生団・加東市訪問団同行）   

３日目 昼 ワシントン州歓迎セレモニー（州司法府前） オリンピア 

    ワシントン州知事との交流協議・昼食懇談会（州知事公邸）   

  午後  共同声明調印式（州議事堂上院議場）   

  夕刻 記念レセプション（州議事堂南側広場） オリンピア泊 

8月20日（火） 午前 兵庫自治学会・全米公共・行政学会ｴﾊﾞｰｸﾞﾘｰﾝ支部交流10周年ｾﾐﾅｰ レイシー 

４日目  午後 関西セミナー ※大商・神商・京商共催（ﾍﾞﾙﾊｰﾊﾞｰ国際会議場） シアトル 

  夕刻 ひょうごの観光・物産展（シアトル総領事公邸）    

       ※神戸ビーフ等兵庫県産品のトップセールス、観光ＰＲ シアトル泊 

8月21日（水） 午前 シアトル発    
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（２） 参加訪問団 全１５団、約２５０名 
・友好代表団 
・大阪、京都、神戸商工会議所経済・観光プロモーション団 
・兵庫県議会ワシントン州友好訪問団 
・県民交流団（ＨＩＡ） 
・兵庫県芸術文化協会友の会 
・観光・経済交流団 
・淡路人形座 
・フェニックスクラブ訪問団 
・KOBE BEEFプロモーション団 
・兵庫米プロモーション団 
・県立高校生交流団 
・県立大学訪問団 
・兵庫自治学会訪問団 
・市町交流団 加東市（中高生）※提携先：オリンピア市 
・市町交流団 西脇市（中学生）※提携先：レントン市 

 

（３） 州都オリンピアにおける５０周年記念事業 

①ワシントン州による歓迎セレモニー 

ア 日 時：平成２５年８月１９日（月）１１：３０～１２：００ 

イ 場 所：ワシントン州司法府正面玄関前（オリンピア市内） 

ウ 参加者：ワシントン州インズリー知事、オーウェン副知事ほか 

兵庫県井戸知事ほか友好代表団、県議会友好訪問団等２００名 

エ 内 容：ワシントン州司法府前で、インズリー知事が井戸知事をはじめとする兵 

庫県からの友好訪問団一行を迎えた。海軍音楽隊による両国国歌の演奏 

が雰囲気を盛り上げた。 

         また、３０周年の記念植樹のアメリカツガの木が大きく育ったのをスペ

ルマン元知事、ローリー元知事と貝原前知事を交えて確認し、その近く

に現両知事が５０周年を記念してモクレンを植樹した。 

 

 

 

 

      

 

 

  (井戸知事を迎えるインズリー知事夫妻) (インズリー知事による歓迎セレモニーアナウンス) 
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 ② インズリー知事主催歓迎昼食会 

ア 日 時：平成２５年８月１９日（月）１２：３０～１３：１５   

イ 場 所：州知事公邸（オリンピア市内） 

ウ 参加者：インズリー知事夫妻、オーウェン副知事夫妻、スペルマン元知事、ローリー 

元知事、マンロー元州務長官、フレーザー上院議員、カプラン・シアトル圏 

域貿易開発連合会会長、シェパード・ワシントン州日米協会会長ほか 

          兵庫県井戸知事、石堂議長、貝原前知事、高井教育長、伊藤農政環境部長、 

大村在シアトル総領事ほか 

        エ 内 容：兵庫県側からプロモーションのために送った神戸ビーフにインズリー知事 

ほかワシントン州側関係者が絶賛の声をあげるなか、なごやかに歓談した。 

      

③ インズリー知事との交流協議 

ア 日 時：平成２５年８月１９日（月）１３：１５～１４：００    

イ 場 所：州知事公邸 

ウ 参加者：インズリー知事、スカイラー国際局長 

兵庫県井戸知事、田中国際局長、水口ワシントン州事務所長 

エ 内  容：両県州は、経済、観光、文化、教育その他各種の交流活動の推進に努力し、 

各分野の交流を担う自治体、教育機関、民間団体、市民などの主体的かつ自 

主的な友好交流活動を、積極的に奨励、支援していくことを確認した。 

また、インズリー知事より、ワシントン州が抱える防災課題である地震対策 

に関する兵庫県の経験や現状について重ねて聞かれ、兵庫県の進んだ対策につ 

いてぜひ学びたいとの意見を受けた。その他、兵庫県の経済状況、北朝鮮拉致 

問題（ワシントン州民が行方不明になっている）などにも言及した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (５０周年記念植樹を行う両知事） 

 

（ 

 

 

 

 

 

 

 

         (記名帳にサインをする井戸知事）      （両知事による始めの乾杯） 
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④ 兵庫県・ワシントン州共同声明調印式・レセプション 

ア 日 時：平成２５年８月１９日（月）１５：３０～１９：３０   

イ 場 所：州議事堂上院議場及び南側広場    

ウ 参加者：ワシントン州インズリー知事、オーウェン副知事、フレーザー上院議員、ハ 

セガワ上院議員、シャロン・トミコ下院議員など州議会議員、兵庫県・ワシ 

ントン州姉妹提携５０周年記念事業準備委員会メンバーほか約２５０名    

兵庫県井戸知事、石堂議長をはじめとする友好訪問団 約２５０名  

エ 内  容：日米両国歌斉唱により共同声明調印式が開会され、大村在シアトル総領事か 

らの祝辞、ワシントン州の子どもたちによるコーラス、フェニックス倶楽部 

からの合唱の後、井戸知事とインズリー知事が式辞を述べ、友好提携５０周 

年記念共同声明に調印した。井戸知事は、挨拶の最後に、両県州民の今後の 

交流を願う歌を披露した。 

また、この機会に、井戸知事からワシントン州側のボランタリーな団体であ

る５０周年記念事業準備委員会の代表を務めるフレーザー上院議員に感謝

状を授与した。一方、インズリー知事からは、兵庫県とワシントン州のこれ

までの交流推進への貢献を讃え、貝原前知事に対し、「ワシントン州名誉州

民賞」が贈られた。最後に両合唱団が一緒に歌い記念式典を閉幕した。 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

兵庫県・ワシントン州友好提携５０周年に寄せて 井戸知事の歌 

我
ワ

々の市
シン

民の交流豊
トン

穣に 

評
ひょう

判つくり 

互
ご

恵およぼす 

 

Flourishing exchange of our people 

 

Bring about high repute 

 

To yield mutual benefit. 

（議場で挨拶する井戸知事）        （５０周年記念共同声明） 

（インズリー知事より名誉州民賞を授与された貝原前知事）  
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その後夕刻からは、州議事堂南側広場において、兵庫県からの友好訪問団約２５０

名と、ワシントン州民約２５０名でレセプションを開催した。 

兵庫県側から淡路人形浄瑠璃の戎舞を披露し、ワシントン州側はジャズ演奏を行な 

うなど、賑やかに兵庫県友好訪問団とワシントン州民、両県州中高生の交流がなされた。 

 

 

（ネイティブインディアンの贈り物をはおって）   （両知事と兵庫県立高校の生徒） 

 

※ 共同声明・新聞記事（オリンピア）：別添 

 

⑤ 新西宮ヨットハーバー・スワンタウンマリーナ交流協定調印式 

ア 日 時：平成２５年８月１８日（日）１２：３０～１４：００   

イ 場 所：スワンタウンマリーナ（オリンピア市内） 

ウ 参加者：オーウェン副知事、フレーザー上院議員、マックレガーボートコミッショ 

ナー、バクスバウムオリンピア市長ほか約６０名  

兵庫県井戸知事、新西宮ヨットハーバー林社長、黒木マネジャー、道満新 

西宮ヨットハーバー利用者代表、石堂議長ほか県議会議員団、経済関係者 

エ 内 容：スワンタウンマリーナのマックレガーボートコミッショナーと新西宮ヨッ 

トハーバーの林社長がマリーナ間の相互交流などを図る姉妹マリーナ提  

携協定に調印、オーウェン副知事と井戸知事が立ち会った。 

     

（井戸知事による挨拶）                          

 

※協定書・新聞記事（オリンピア）：別添 

 

 

（姉妹マリーナ提携）  
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⑥ 兵庫自治学会、全米公共学会交流10周年記念セミナー 

ア 日 時：平成２５年８月２０日（日）９：００～１４：００   

イ 場 所：セント・マーチンス大学（レイシー市内） 

ウ 参加者：ハインデリックス学長、フレーザー上院議員、セント・マーチンス大学留学生 

井戸知事、兵庫自治学会発表メンバー、兵庫県立大学高坂副学長、馬場准教授、 

牧野名誉教授、川鍋兵庫自治学会事務局長、ほか 約１５０人 

エ 内 容：「地震への備え、災害救助、社会的均衡の回復―我々はどうやって到達する 

のか」をテーマに双方の学会から計１１名が発表した。 

また知事から挨拶を兼ねて、阪神淡路大震災後の復興復旧過程の復興テー 

マが、時期により変わっていくこと、南海トラフ大地震対策として、地震 

対策、津波対策、避難対策を進めていることを紹介した。 

 

             

 

 

 

（４） シアトルにおける経済・観光関連行事 

 ① 関西セミナー 

ア 日 時：平成２５年８月２０日（火）１２：００～１５：００   

イ 場 所：ベルハーバー国際会議場（シアトル市内） 

ウ 参加者：カルフーン・ワシントン州商務省上級商務官、シネガル・コストコ創業者、 

シェパード日米協会会長ほか  

大村在シアトル総領事、百々首席領事、一般応募の経済人等約９０名 

井戸知事、佐藤茂雄大阪商工会議所会頭、大橋忠晴神戸商工会議所会頭、 

奥原恒興京都商工会議所専務理事、加納圀雄大阪観光局長 ほか 

エ 内 容：基調講演では、カリスマ経営者として全米に人気が高いシネガル・コスト 

コ会長が創業時から世界規模の小売業となった過程、その中で日本、特に 

関西への進出の状況について、親しみやすい口調で述べ、参加したワシン 

トン州経済人や兵庫県訪問団からの参加者等の聴衆を魅了した。 

       また、井戸知事、佐藤大阪商工会議所会頭、大橋神戸商工会議所会頭、奥 

原京都商工会議所専務理事が投資環境・観光等についてトップセールスを 

行い、ワシントン州経済人に関西の魅力をアピールした。 

併せて、シネガル会長に、コストコの今までの経済活動（尼崎と神戸の店舗・

物流拠点の展開）に対して、兵庫県功労者賞（経済関係）を伝達した。 

※協定書：別添 

（セントマーチンス大学学長と） （セミナー 冒頭の知事挨拶） 
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※知事パワーポイント原稿（日本語版）：別添 

 

② ひょうごの観光・物産展 

ア 日 時：平成２５年８月２０日（火）１８：００～２１：００   

イ 場 所：シアトル総領事公邸（シアトル市内） 

ウ 参加者：ワシントン州オーウェン副知事、フレーザー上院議員、ハセガワ上院議員、 

      その他旅行、航空関連、日本食レストラン等 約６０名  

         兵庫県井戸知事、石堂議長、伊藤農政環境部長、田中国際局長、藤井観光監、 

観光プロモーション団、神戸ビーフプロモーション団、兵庫米プロモーシ

ョン団、大阪・神戸商工会議所会頭、京都商工会議所専務等 約４０名 

エ 内 容：在シアトル総領事館と兵庫県の共催で実施。地元観光・経済関係者等の参 

加を得て、兵庫県の観光ＰＲと神戸ビーフ、日本酒、兵庫米、出石そば、

ソースなどの県産品の試食会等の実施を通してプロモーションを行った。 

特に神戸ビーフには長い列が並び、ワシントン州参加者から美味しいとい 

う感嘆の声があちこちで上がり、ＰＲに成功した。 

  

 

③ 淡路人形浄瑠璃シアトル公演および観光プロモーション 

ア 日 時：平成２５年８月１７日（土）１９：００～２１：００   

イ 場 所：アクトシアター内アレンシアター（シアトル市内）  

ウ 参加者：ゲースワシントン州芸術協会会長、カーター・ノースウェスト人形劇場社 

長、フレーザー上院議員、サントス下院議員ほかワシントン州関係者 約 

５０名  

(シネガル氏に県功労賞を授与)  (井戸知事による発表) 

（大村総領事とゲストを迎える知事） （オーウェン副知事へのトップセールス） 
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井戸知事、淡路人形座１４名、桂三輝（サンシャイン）ほか兵庫県関係者 

約５０名 

百  々在シアトル日本総領事館首席領事、一般参加者約２００名 計約３００名 

     エ 内 容：淡路人形浄瑠璃公演では、最初に戎舞が舞われ、ユーモラスな人形の動  

きに会場から笑いの声が上がった。次に司会のカナダ人落語家桂三輝を交  

え、また、観光プロモーションでは、桂三輝が落語について説明、兵庫県 

の観光地について英語落語を交えて楽しく紹介した。 

最後に、義経千本桜を上演し、会場を埋め尽くした観客から総立ちの拍手 

を受けた。 

さらに、観光レディーや温泉旅館の女将ほか観光プロモーション団が、ロ

ビーで観光パンフットやＰＲグッズを配布した。 

シアトル地域の新聞「シアトルタイムス」は、地域版１面に大きな写真入 

りで掲載し、１７年前に震災支援へのお礼として開催されたシアトル公演 

も紹介するなど、兵庫県とワシントン州との友好交流５０周年を特集した。 

（淡路人形浄瑠璃・義経千本桜の静御前）            

  

 

（５）その他関連行事 

 ① 在シアトル総領事表敬 

ア 日 時：平成２５年８月１７日（土）１２：３０～１４：００   

イ 場 所：オ・エイジアン（シアトル市内） 

ウ 参加者：大村在シアトル日本総領事、上西領事 

     井戸知事、田中国際局長、水口ワシントン州事務所長 ほか 

エ 内 容：大村総領事よりワシントン州の経済・社会状況について、特に２０１３ 

年７月から始まる２０１４年予算案をめぐる州議会の動向や、全米から 

注目された３つの住民提案(チャータスクール他)について説明を受けた。 

また、５０周年記念事業では、淡路人形浄瑠璃公演の共催、関西セミ 

ナーの後援、ひょうごの観光・物産展の共催等、様々な事業への協力を 

受けていることについて、井戸知事より感謝の言葉があった。 

   

 ② ニスクァリー国立野生生物保護区等視察 

ア 日 時：平成２５年８月１８日（日）９：３０～１０：４５   

イ 場 所：ニスクァリー国立野生生物保護区 

ウ 参加者：井戸知事ほか友好代表団、県立高校生訪問団、加東市中高生 

     エ 内 容：冒頭に保護区職員から野生生物保護区の説明を受け、知事と兵庫県の中 

高生たちは、トレイルを散策。絶滅危惧種のハヤブサ、野兎、野鹿など 

（桂三輝の英語落語） 
※新聞記事（シアトルタイムズ）：別添 
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を観察した。 

 

（フレーザー議員による保護区の説明）        （絶滅危惧種ハヤブサを観察） 

 

③ ひょうごの夕べ 

ア 日 時：平成２５年８月１８（日）１８：００～２０：００   

イ 場 所：ソルティーズ（シアトル市内） 

ウ 参加者：友好代表団、県民交流団、観光・経済交流団、淡路人形浄瑠璃団、 

フェニックスクラブ訪問団、県立大学訪問団 

ワシントン州在住兵庫県出身者、兵庫県ＪＥＴ青年 

エ 内 容：兵庫県友好訪問団とワシントン州民の相互の交流のために、シアトルの景 

色が一望できるレストランで和気藹々とした交流が行われた。今後、北西 

アメリカ県人会発足を進めることとなった。 

 

（冒頭の知事挨拶）              （５０周年と友好訪問団に乾杯） 
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２ ナイアガラ園芸学校、企業訪問等 

（１）日程 

月  日 時間帯 ス ケ ジ ュ ー ル 備  考 

8月21日（水） 午前 シアトル発 ナイアガラ 

 ５日目 夜 トロント経由 ナイアガラフォールズ着 フォールズ泊

8月22日（木） 午前 ナイアガラ園芸学校訪問、協定締結  

６日目 午後 ナイアガラフォールズ発 ニューヨーク着  

  夜 ニューヨーク総領事（大使）面談 ニューヨーク泊 

8月23日（金） 午前 現地企業（シティバンク本社・川重ヨンカース工場）訪問   

７日目 午後 現地企業（カツ・ニューヨーク）訪問  

    グラウンドゼロ視察・献花   

    ハイライン視察、自治体国際化協会ニューヨーク事務所訪問   

  夜 北東アメリカ兵庫県人会との意見交換会・感謝状贈呈 ニューヨーク泊 

8月24日（土） 午前 ニューヨーク発    

８日目   シアトル発 機中泊 

8月25日（日） 午後 関空着   

９日目      

 

（２）淡路景観園芸学校とナイアガラ園芸学校との短期研修生派遣に関する協定書調印式 

  ① 日 時：平成２５年8月２２日（木）９：００～１１：００ 

  ② 場 所：ナイアガラ園芸学校（ナイアガラフォールズ市） 

   ③ 参加者：ディオダティ・ナイアガラフォールズ市長、ナイアガラ公園協会トムソン 

委員長、ルイスジェネラルマネージャー、ホワイトハウス前委員長、ハン 

ター園芸学校職員他 

井戸知事、田中国際局長、松下淡路景観園芸学校副校長、城山県立大学教 

授他 

④ 内 容：１９９９年に姉妹提携を結び、２００３年から1年間の奨学生研修協定を 

  締結しているが、新たにインターンシップによる短期研修生派遣に関する 

協定を締結し、今後の交流発展を確認した。また、ナイアガラ園芸学校の 

敷地内を見学し、様々な様式の庭による多様な実習の様子を視察した。 

また、蝶の館では、中南米、南米の多種の蝶を見学した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（調印式）         （ナイアガラフォールズ市長と） 

 

※協定書：別添 
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      （ナイアガラ園芸学校の庭園を見学）     

 

（３）ニューヨーク総領事（大使）との面談 

   ① 日 時：8月２２日（木）２１：００～２３：００ 

   ② 場 所：ニューヨーク総領事（大使）公邸 

   ③ 参加者：草賀ニューヨーク大使、岩井首席領事、金子領事 

         井戸知事、田中国際局長、水口ワシントン州事務所長、緒方自治体国際 

化協会ニューヨーク事務所長 

   ④ 内 容：大使より日米関係の現状について説明を受けた。特に、経済面において 

は、経済が中国、東南アジアへとシフトする中、依然としてＧＤＰ等ア 

メリカは世界をリードしており、関係を重視すべきとの意見であった。 

また、兵庫県・ワシントン州５０周年に際し、２５０名の訪問団ととも 

に５０周年関連行事が盛大に行われたことを評価し、ＪＥＴ青年の活用 

が日米交流の促進に大きく貢献する旨言及があった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ニューヨーク総領事（大使）との面談） 

 

（４）現地企業（シティバンク本社）訪問 

① 日 時：平成２５年8月２３日（金）８：００～９：００ 

② 場 所：シティバンク本店（ニューヨーク市内） 

③ 参加者：中山マネージングディレクター、マリーノ公共金融部門マネージング 

ディレクター、フォーグル・アナリスト、バーンスタイン副部長、 

井戸知事、田中国際局長、水口ワシントン州事務所長、緒方自治体国際 

化協会ニューヨーク事務所長他 

④ 内 容：米国における地方債の仕組み、デトロイト市財政破綻の理由と状況分析、 

米国の財政の崖対策等についてレクチャーを受け、日米の制度の違い等に 

ついて意見交換を行った。 
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（シティバンク本社の歴史的な展示の説明を受ける） （地方債の仕組み等について意見交換） 

 

（５）現地企業（川崎重工業ヨンカース工場）訪問 

  ① 日 時：平成２５年8月２３日（金）１０：００～１４：００ 

  ② 場 所：川崎重工業ヨンカース工場（ニューヨーク州ヨンカース市内） 

  ③ 参加者：川崎重工業ＵＳＡ大熊社長、岩崎執行役員、伊藤シニアマネジャー  

井戸知事、田中国際局長、水口ワシントン州事務所長、緒方自治体国際 

化協会ニューヨーク事務所長ほか 

④ 内 容：川崎重工業のアメリカへの事業展開とニューヨークやワシントンＤＣ等米 

国東海岸の地下鉄等車両を生産する車両部門の説明を受け、労働集約型の 

車両製造過程を視察した。特に、ネブラスカ州リンカーンの最新工場で車 

体を作り、これをヨンカースに移動し、台座等を組み立て出荷する役割分 

担について説明を受けた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（歴史的なヨンカース工場の建物前で）        （車両工場内見学） 

 

（６）現地企業（カツ・ニューヨーク）訪問 

① 日 時：平成２５年8月２３日（金）１４：３０～１５：３０ 

  ② 場 所：エンパイアステートビル７５階 

  ③ 参加者：河崎克彦社長、浅見テキスタイルエンジニア、潮平創夢部長 

井戸知事、田中国際局長、水口ワシントン州事務所長、緒方自治体国際化 

協会ニューヨーク事務所長ほか 

④ 内 容：西脇播州織の高度な技術で作った生地を使用し、大手デザイナーやラスベ 

ガスの大規模ホテルの従業員の制服の生地納入等を行う事業展開につい 

て説明を受け、播州織の販売展開の今後の可能性と課題について意見交換 

した。 
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（

  （エンパイアステートビル７５階に位置するオフィス）（播州織生地の販売展開について意見交換） 

 

（７）グラウンドゼロ視察 

① 日 時：平成２５年8月２３日（金）１６：００～１７：００ 

② 場 所：グラウンドゼロ 

③ 参加者：ドレイハー・グラウンドゼロ職員  

井戸知事、田中国際局長、水口ワシントン州事務所長、緒方自治体国際化 

協会ニューヨーク事務所長ほか 

④ 内 容：９.１１テロの標的となった世界貿易センタービルの跡地、グラウンドゼロ 

を見学し、サバイバルツリー(生還の木)の前で献花。鎮魂の四角のプール 

を廻りその胸壁に刻まれた兵庫県ゆかりの犠牲者に黙とうし、冥福を祈った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（サバイバルツリーの前で献花する知事）   （兵庫県ゆかりの犠牲者の名前の前で） 

 

（８）ハイライン視察 

① 日 時：平成２５年8月２３日（金）１７：００～１８：００ 

② 場 所：ハイライン  

③ 参加者：井戸知事、田中国際局長、水口ワシントン州事務所長、緒方自治体国際 

化協会ニューヨーク事務所長、職員１名ほか 

④ 内 容：廃線となった高架貨物線跡を空中緑道として再利用した長さ１.５ｋｍの 

公園の一部を散策。都市公園として再生し、市民の憩いの場となるととも

に、近くの商業施設も活性化されている状況を見学した。 
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（都会の緑地帯ハイラインを視察）      

 

（９）自治体国際化協会ニューヨーク事務所訪問 

① 日 時：平成２５年8月２３日（金）１８：００～１８：３０ 

  ② 場 所：自治体国際化協会ニューヨーク事務所 

  ③ 参加者：井戸知事、田中国際局長、水口ワシントン州事務所長、緒方自治体国際 

化協会ニューヨーク事務所長、職員ほか 

④ 内 容：兵庫県職員が所長を務める同事務所を訪問し、他府県派遣の若手職員と暫 

し懇談し、激励した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（自治体国際化協会ニューヨーク事務所訪問） 

 

（10）第７回北東アメリカ兵庫県人会との意見交換会 

① 日 時：平成２５年8月２３日（金）１９：００～２１：００ 

② 場 所：ＪａＮｅｔ会館 

③ 参加者：大西北東アメリカ兵庫県人会会長、大熊川重ＵＳＡ社長他約８０人 

井戸知事、田中国際局長、水口ワシントン州事務所長、緒方自治体国際 

化協会ニューヨーク事務所長、職員ほか 

④ 内 容： 平成２１年に設立された北東アメリカ兵庫県人会の７回目の会合に参加し、 

兵庫ゆかりのニューヨーク在住者と様々な意見交換を行うほか、同県人会 

が毎年開催する阪神・淡路大震災の追悼の会や東北大震災後の支援等の社 

会貢献活動に対し、知事より県人会に対し感謝状を贈呈した。 
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（問い合わせ先） 
産業労働部国際局国際交流課交流企画係   ＴＥＬ：０７８－３６２－３０２６ 
 

（知事より大西会長に感謝状を贈呈） （若手が積極的に盛り上げる県人会） 


